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（
伊
藤
悠
・
小
西
雄
大
（
二
〇
二
〇
）・
邉
英
治
（
二
〇
二
〇
））。

　
こ
れ
ら
の
金
融
機
関
の
設
立
と
経
営
に
は
ど
の
よ
う
な
人
々

が
関
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
銀
行
を
設
立
す
る
際
に
は
、
ま
ず

発
起
人
が
中
心
と
な
り
、
資
本
金
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
。
発

起
人
は
、
地
域
内
で
の
信
用
が
あ
り
、
自
ら
株
式
を
引
き
受
け

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
相
応
の
資
産
家
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
株
式
会
社
の
場
合
、
大
株
主
と
し
て
役
員
に
選
出
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
設
立
だ
け
で
な
く
経
営
に
も
携
わ
る
こ
と
に
な

る
。
産
業
組
合
・
信
用
組
合
の
設
立
の
際
に
も
発
起
人
と
出
資

金
が
必
要
な
の
で
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
本
稿
は
、

こ
の
よ
う
な
多
摩
の
金
融
機
関
に
関
わ
っ
た
資
産
家
た
ち
に
光

を
当
て
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
戦
前
期
の
資
産
家
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
日
本
経
済
史
・
経

営
史
の
分
野
で
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在
し
て
い
る
。
戦
前
期

20

多摩の
金融史

は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
「
多
摩
の
金
融
史
」
の
連
載
で
は
、
戦
前
か
ら
戦

後
の
多
摩
の
銀
行
や
信
用
金
庫（
及
び
前
身
と
な
る
信
用
組
合
）

の
活
動
の
紹
介
を
行
っ
て
き
た
。
明
治
期
、
特
に
日
清
戦
後
の

銀
行
設
立
ブ
ー
ム
の
中
で
多
摩
に
は
多
数
の
銀
行
が
設
立
さ

れ
、
合
併
や
破
綻
等
の
再
編
を
経
て
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
ま
で
に
八
王
子
の
第
三
十
六
銀
行
と
青
梅
の
武
陽
銀
行
の
二

行
に
統
合
さ
れ
た
（
早
川
大
介
（
二
〇
一
七
）・（
二
〇
二
一
））。

ま
た
、
銀
行
合
同
に
よ
る
銀
行
の
減
少
と
並
行
し
て
、
そ
の
金

融
ニ
ー
ズ
の
空
白
を
埋
め
る
よ
う
に
昭
和
初
期
か
ら
信
用
組
合

（
産
業
組
合
法
に
基
づ
い
て
設
立
）
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
現

在
の
多
摩
信
用
金
庫
の
ル
ー
ツ
と
な
る
有
限
責
任
立
川
信
用
組

合
も
そ
う
し
た
中
で
設
立
さ
れ
た
信
用
組
合
の
一
つ
で
あ
る

早
川

　大
介

戦
前
多
摩
の
資
産
家
と
金
融
機
関

　
─
資
産
家
名
簿
に
み
る
そ
の
変
遷
─
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一
　
戦
前
期
の
資
産
家
名
簿

　
ま
ず
本
稿
で
利
用
す
る
資
産
家
名
簿
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
て
お
き
た
い
。
今
日
で
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の
観
点
か
ら

個
人
の
資
産
額
な
ど
が
公
表
さ

れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
無
く
な
っ
た

が
、
戦
前
期
に
は
全
国
規
模
の

も
の
か
ら
地
域
レ
ベ
ル
の
も
の

ま
で
多
く
の
資
産
家
名
簿
が
作

成
さ
れ
た
。
資
産
家
の
番
付
表

は
江
戸
時
代
に
も
作
ら
れ
て
お

り
、
幕
末
維
新
期
を
経
た
長
期

間
の
資
産
家
の
隆
替
の
分
析
も

試
み
ら
れ
て
い
る
（
宮
本
又
郎

（
一
九
九
九
）
な
ど
）。

　
本
稿
で
利
用
す
る
の
は
、
明

治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
作
成

さ
れ
た
六
点
の
資
産
家
名
簿
で

あ
る
（
表
1
）。
戦
前
期
の
地

主
や
資
産
家
の
名
簿
は
、
渋
谷

隆
一
に
よ
っ
て
精
力
的
に
収
集

の
最
も
大
き
な
資
産
家
は
、
三
井
・
三
菱
・
住
友
と
い
っ
た
財

閥
で
あ
り
、
彼
ら
の
日
本
経
済
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
（
武
田
晴
人
（
二
〇
二
〇
）
な
ど
）。
一

方
、
地
域
レ
ベ
ル
の
資
産
家
（
地
方
資
産
家
）
も
自
ら
の
事
業

や
株
式
投
資
を
通
じ
て
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
阿
部
武
司
・
谷
本
雅
之
（
一
九
九 

五
）、
中
西
聡
（
二
〇
一
九
）
な
ど
）。

　
結
論
を
先
取
る
と
多
摩
に
は
東
京
市
域
か
ら
の
移
住
者
を
除

い
て
大
地
主
や
大
資
産
家
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
稿

で
紹
介
す
る
五
〇
万
円
か
ら
一
〇
〇
万
円
規
模
の
資
産
家
達
が
、

多
摩
の
地
域
経
済
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

多
摩
の
資
産
家
に
関
し
て
は
、
自
治
体
史
等
で
史
料
整
理
が
な

さ
れ
資
料
紹
介
等
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
本
格
的

な
実
証
研
究
は
存
在
し
て
い
な
い
。
金
融
機
関
の
担
い
手
と
な

っ
た
多
摩
の
資
産
家
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、「
多
摩
の
金

融
史
」
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
時
事
新
報
社
と
帝
国
興

信
所
の
作
成
し
た
資
産
家
名
簿
を
素
材
に
多
摩
の
資
産
家
の
変

遷
を
概
観
し
、
彼
ら
と
多
摩
の
金
融
機
関
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

出所：A・B：渋谷隆一編（1984）、C・E・F：渋谷隆一編（1985）、D：石井寛治（2018）
注：※70万円以上

資料名 調査時点 掲載人数
A 時事新報社調査「日本全國五十萬円以上の資産家」 1901年 486 
B 時事新報社調査「全國五拾万円以上資産家表」 1911年 1,054 
C 時事新報社調査「全國五拾万円以上資産家表」 1916年 2,319 
D 帝国興信所調査「全國金満家大番付」※ 1928年 3,669 
E 帝国興信所調査「全國金満家大番附」※ 1930年 2,939 
F 帝国興信所調査「五十萬円以上全國金満家大番附」　 1933年 5,971 

表 1　戦前期の資産家名簿
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の
資
料
を
も
と
に
銀
行
に
関
与
し
た
人
物
を
中
心
に
多
摩
の
資

産
家
を
紹
介
す
る
。

二
　
明
治
・
大
正
期
の
多
摩
の
資
産
家

　
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
の
多
摩
の
五
〇
万
円
以
上
の
資

産
家
は
六
名
で
あ
っ
た
（
表
2
）。
内
訳
は
、
西
多
摩
郡
が
最

多
の
四
名
、南
多
摩
郡
は
二
名
で
あ
っ
た（
北
多
摩
郡
は
皆
無
）。

前
述
の
よ
う
に
個
別
の
資
産
額
は
判
明
し
な
い
の
で
掲
載
順
に

簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
（
銀
行
の
役
職
・
持
株
数
は
『
銀
行

会
社
要
録
（
第
六
版
）』
掲
載
の
一
九
〇
一
年
末
の
デ
ー
タ
）。

西
多
摩
郡
大
久
野
村
（
現
日
の
出
町
）
の
羽
生
順
吉
は
、
地
主

で
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
生
ま
れ
で
父
伝
蔵
の
死
に
伴

い
一
八
九
八
年
に
家
督
相
続
を
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
（『
人

事
興
信
録
（
五
版
）』）。
田
村
半
十
郎
は
、
一
八
四
七
（
弘 

化
四
）
年
生
ま
れ
で
明
治
元
年
に
家
督
相
続
し
た
。
田
村
家
は
、

福
生
村
の
名
主
で
あ
り
、
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
よ
り
酒
造

業
を
営
ん
で
い
た
（『
人
事
興
信
録
（
二
版
）』、
田
村
酒
造 

場
Ｈ
Ｐ
）。
な
お
、
田
村
半
十
郎
は
、
一
九
二
七
年
に
武
陽
銀

行
に
合
併
す
る
ま
で
一
貫
し
て
青
梅
銀
行
・
羽
村
銀
行
の
筆
頭

株
主
で
あ
り
役
員
を
つ
と
め
た
（
表
3
）。
ま
た
、
東
京
府
農

工
銀
行
（
農
工
銀
行
法
に
基
づ
く
一
八
九
八
年
設
立
の
特
殊
銀

さ
れ
、
資
料
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
経
済
史
・
経
営
史

研
究
で
大
い
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
表
1
の
A
・
B
・
C
・

E
・
F
は
渋
谷
に
よ
る
資
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
渋
谷
隆

一
編
（
一
九
八
四
）・（
一
九
八
五
））。
加
え
て
表
1
の
D
は
、

石
井
寛
治
に
よ
り
近
年
発
見
さ
れ
、
翻
刻
さ
れ
利
用
可
能
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
（
石
井
寛
治
（
二
〇
一
八
））。
な
お
、
こ
れ

ら
の
名
簿
に
は
全
国
の
資
産
家
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
本
稿

と
同
様
の
作
業
は
ど
の
地
域
で
も
可
能
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
名
簿
を
作
成
し
た
機
関
は
、
い
ず
れ
も
民
間
で
あ

り
、
A
〜
C
は
時
事
新
報
社
（
一
八
八
二
年
福
澤
諭
吉
に
よ
り

創
刊
さ
れ
た
日
刊
新
聞
『
時
事
新
報
』
を
刊
行
）、
D
〜
F
は

帝
国
興
信
所
（
一
九
〇
〇
年
創
業
、
現
在
の
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
）
で
あ
る
。
資
産
家
の
住
所
や
職
業
は
全
て
の
資
料
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
形
式
や
掲
載
基
準
は
資
料
に
よ
り
若
干
異
な
っ

て
お
り
、
A
・
B
は
五
〇
万
円
以
上
の
資
産
家
が
一
括
し
て
掲

載
さ
れ
て
お
り
個
別
の
資
産
家
の
資
産
額
は
判
明
し
な
い
。
ま

た
、
D
・
E
は
七
〇
万
円
以
上
の
資
産
家
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
人
事
興
信
所
『
人
事
興
信
録
』
各
版
、
東
京
興
信

所
『
銀
行
会
社
要
録
』
各
版
等
、
及
び
西
多
摩
郡
に
関
し
て
は

渡
邉
恵
一
（
二
〇
〇
五
）
等
の
先
行
研
究
を
利
用
し
て
資
産
家

の
履
歴
や
事
業
等
の
情
報
を
補
完
し
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
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行
。
一
九
三
六
年
に
日
本
勧

業
銀
行
に
合
併
）
の
大
株
主

で
も
あ
っ
た
（
表
4
）。
な 

お
、
初
期
の
東
京
府
農
工
銀

行
の
大
株
主
に
は
後
述
す
る

西
川
敬
治
・
小
澤
太
平
な
ど

多
摩
の
資
産
家
や
西
多
摩
郡

大
久
野
村
長
が
名
を
連
ね
て

お
り
、
後
の
森
田
退
蔵
の
頭
取
就
任
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
多
摩

の
資
産
家
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
五
日

市
町
の
内
山
安
兵
衛
は
、
山
林
地
主
で
あ
り
、
一
八
六
五
（
慶

応
元
）
年
生
ま
れ
で
一
八
八
三

年
に
家
督
相
続
し
た
。
材
木
販

売
業
を
営
み
、
五
日
市
銀
行
の

設
立
発
起
人
で
、
第
三
位
の
株

主
（
一
〇
〇
株
）
で
副
頭
取
で

あ
っ
た
（『
人
事
興
信
録
（
八

版
）』、
石
本
正
紀
（
二
〇
〇 

六
））。
青
梅
町
の
山
崎
喜
右
衛

門
は
、
一
八
六
〇
（
万
延
元
）

年
生
ま
れ
で
、
一
八
七
五
年
に

家
督
を
相
続
し
た
。
多
摩
銀
行

の
筆
頭
株
主
（
一
九
二
株
）
で

副
頭
取
を
つ
と
め
た
（『
人
事

興
信
録
（
五
版
）』）。

　
八
王
子
町
の
西
川
敬
治
は
、

一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
生
ま

れ
で
織
物
買
継
商
か
ら
生
糸
仲
買
商
に
転
じ
た
。
関
谷
源
兵
衛

は
一
八
三
六
年
生
ま
れ
で
、
先
代
の
松
兵
衛
の
養
子
と
な
り
家

督
相
続
を
し
た
。
質
屋
を
営
み
、
一
時
、
八
王
子
町
長
を
つ
と

め
た
（『
人
事
興
信
録
（
二
版
）』）。
関
谷
と
西
川
は
、
当
時

多
摩
で
預
金
規
模
最
大
の
銀
行
で
あ
っ
た
八
王
子
第
七
十
八
銀

表 2　多摩の50万円以上の資産家（1901年・1911年）
1901年

氏名 住所 職業 備考
羽生順吉 西多摩郡大久野村 農業
田村半十郎 西多摩郡福生村 農業 青梅銀行・多摩農業銀行・羽村銀行監査役
内山安兵衛 西多摩郡五日市町 商業 五日市銀行副頭取
山崎喜右衛門 西多摩郡青梅町 農業 多摩銀行副頭取
西川敬治 南多摩郡八王子町 農業 八王子第七十八銀行頭取・東京府農工銀行取締役
関谷源兵衛 南多摩郡八王子町 農・商業 八王子第七十八銀行副頭取

1911年
氏名 住所 職業 備考

羽生順吉 西多摩郡大久野村 農業
田村半十郎 西多摩郡福生村 農業 羽村銀行監査役

出所：表1A・B
注：備考は『銀行会社要録（第６版）』、『銀行会社要録（第16版）』

表 3　田村半十郎の銀行持株・役職

出所：東京興信所『銀行会社要録』各版
注：※1915年末

年末 青梅銀行 羽村銀行
1901年 317 監査役 100 監査役
1906年 297 監査役 120 監査役
1911年 297 190 監査役
1916年 297 監査役 ※190
1921年 700 監査役 350 監査役
1926年 700 監査役 370 監査役

表 4　東京府農工銀行主要株主・持株数
1901年末 1912年末 1916年末

東京府 4,000 伊東鐐之助 5,606 農工貯蓄銀行 13,550 
東京市 593 東京府 4,000 東京府 4,000 
関根保太郎 500 西川敬治 3,733 中山佐市 3,990 
田村半十郎 416 東京市 3,690 西川正治 3,645 
西川敬治 250 田村半十郎 2,100 東京市 1,797 
小澤太平 161 森田退蔵 1,662 
大久野村長 137 

総株数 17,500 総株数 200,000 総株数 200,000 
出所：東京興信所『銀行会社要録』各版
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九
一
六
年
末
の
デ
ー
タ
）。
前
述
の

よ
う
に
こ
の
調
査
か
ら
個
人
の
資
産

額
が
判
明
す
る
。
多
摩
最
大
の
資
産

家
は
資
産
額
一
五
〇
万
円
の
田
村
半

十
郎
で
あ
っ
た
。
前
回
調
査
後
に
代

が
わ
り
し
て
、
一
九
一
二
年
に
先
代

半
十
郎
の
長
男
保
次
郎
（
一
八
七
三

年
生
ま
れ
）
が
家
督
相
続
し
た
（『
人

事
興
信
録
（
十
版
）』）。
第
二
位
の

森
田
退
蔵
は
一
八
六
六
（
慶
応
二
）

年
生
ま
れ
で
一
八
八
六
年
に
森
田
浪

吉
（
熊
川
の
森
田
製
糸
場
の
創
業
者
）

の
養
子
と
な
り
一
八
九
七
年
に
家
督

相
続
し
た（『
人
事
興
信
録（
八
版
）』、

福
生
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九 

九
四
））。
製
糸
場
の
経
営
の
他
に
東

京
府
会
議
員
を
つ
と
め
、
東
京
府
農

工
銀
行
の
大
株
主
で
一
九
一
六
年
よ

り
頭
取
を
つ
と
め
、
関
連
銀
行
の
農

工
貯
蓄
銀
行
の
取
締
役
会
長
も
兼
任
し
た
（
前
掲
表
4
）。
岩

㟢
清
八
は
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
生
ま
れ
で
、
一
八
九
〇
年

行
の
大
株
主
で
役
員
を
つ
と
め
て
い
た

（
表
5
）。
こ
の
よ
う
に
一
九
〇
一
年
時

点
の
資
産
家
は
、
幼
少
の
羽
生
順
吉
を

除
い
て
銀
行
の
設
立
と
経
営
に
深
く
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
続
い
て
、
一
〇
年
後
の
一
九
一
一
年

の
資
産
家
を
見
よ
う
（
前
掲
表
2
）。

掲
載
さ
れ
た
資
産
家
数
は
六
名
か
ら
羽

生
順
吉
・
田
村
半
十
郎
の
二
名
に
減
少

し
て
い
る
。
こ
の
間
に
日
露
戦
後
の
不

況
が
あ
り
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
特
に
八
王
子
で
は
、
一
九
〇
八
年
に
八
王
子
第
七
十
八

銀
行
が
破
綻
し
、
役
員
で
あ
っ
た
関
谷
と
西
川
に
大
打
撃
を
与

え
た
（
八
王
子
第
七
十
八
銀
行
の
破
綻
に
関
し
て
は
、
八
王
子

市
市
史
編
集
委
員
会
（
二
〇
一
六
）
を
参
照
）。

　
さ
ら
に
五
年
後
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
の
多
摩
の
資
産

家
を
見
よ
う
（
表
6
）。
一
九
一
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が

勃
発
し
、日
本
経
済
は
一
九
一
五
年
後
半
か
ら
は
「
大
戦
景
気
」

と
呼
ば
れ
る
熱
狂
的
な
好
景
気
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
好
景
気
を

反
映
し
て
、
資
産
家
数
は
八
名
に
増
加
し
て
い
る
（
銀
行
の
役

職
・
持
株
数
は
『
銀
行
会
社
要
録
（
第
二
一
版
）』
掲
載
の
一 

表 5　八王子第七十八銀行大株主・持株数

出所：『銀行会社要録』各版

1901年末 1907年末
関谷源兵衛 596 関谷源兵衛 1,004 
西川敬治 590 西川敬治 500 
西川治兵衛 500 西川治兵衛 500 
渋谷定七 236 渋谷定七 256 
黒沼彦七 228 井上尚良 243 

総株数 12,000 総株数 12,000 

表 6　多摩の50万円以上の資産家（1916年）

出所：表1C
注：備考欄は『銀行会社要録（第21版）』

資産額 氏名 住所 職業 備考
150万円 田村半十郎 西多摩郡福生村 農兼酒造業 青梅銀行監査役
80万円 森田退蔵 西多摩郡熊川村 製糸業 東京府農工銀行頭取・農工貯蓄銀行
70万円 高橋源太郎 北多摩郡保谷村 地主 武蔵野鉄道取締役
70万円 羽生順吉 西多摩郡大久野村 農業
70万円 岩㟢清八 北多摩郡立川村 米穀肥料商 多摩農業銀行取締役
50万円 石川彌八郎 西多摩郡熊川村 酒造兼農業 多摩農業銀行取締役
50万円 山崎喜右衛門 西多摩郡青梅町 銀行重役 多摩銀行頭取
50万円 吉岡栄蔵 西多摩郡石畑村 農業 狭山商業銀行取締役・成木銀行監査役
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に
北
多
摩
郡
郷
地
村
（
現
昭
島
市
）
よ
り
立
川
に
進
出
し
、
米

穀
・
肥
料
・
小
麦
粉
・
雑
穀
・
塩
等
の
売
買
、
精
米
精
麦
業
及

び
倉
庫
業
を
目
的
と
し
て
個
人
営
業
の
岩
㟢
商
店
を
開
業
し
た

（
一
九
一
九
年
に
合
名
会
社
岩
㟢
商
店
（
出
資
金
八
万
円
）
に

改
組
）。
多
摩
農
業
銀
行
の
大
株
主
（
一
二
〇
株
、
第
五
位
）

で
あ
り
取
締
役
を
つ
と
め
て
い
た
（『
人
事
興
信
録
（
六
版
）』、

株
式
会
社
岩
㟢
倉
庫
Ｈ
Ｐ
、
小
島
庸
平
（
二
〇
二
一
））。
石
川

彌
八
郎
は
、
一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
年
に
田
村
重
兵
衛
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
た
（
先
代
田
村
半
十
郎
の
実
弟
）。
石
川
源
右

衛
門
の
養
子
と
な
り
一
八
七
三
年
に
家
督
相
続
を
し
た
。
石
川

家
は
、
一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
よ
り
酒
造
業
を
営
み
、
青
梅

鉄
道
の
他
、
八
王
子
第
七
十
八
銀
行
等
に
も
関
与
し
て
い
た

（『
人
事
興
信
録
（
二
版
）』、
株
式
会
社
石
川
酒
造
Ｈ
Ｐ
、
多

仁
照
廣
編
（
一
九
八
五
─
二
〇
〇
三
））。
吉
岡
栄
蔵
は
、
箱
根

ヶ
崎
村
・
石
畑
村
・
殿
ケ
谷
村
・
長
岡
村
の
四
村
か
ら
な
る
組

合
（
一
九
四
〇
年
に
合
併
し
瑞
穂
町
と
な
る
）
の
村
長
を
一
時

つ
と
め
、
狭
山
商
業
銀
行
取
締
役
・
成
木
銀
行
監
査
役
で
あ
っ

た
（
瑞
穂
町
史
編
さ
ん
委
員
会
（
一
九
七
四
））。

三
　
昭
和
初
期
の
多
摩
の
資
産
家

　
続
い
て
昭
和
初
期
の
多
摩
の
資
産
家
を
見
よ
う
（
表
7
・
表

8
・
表
9
）。

一
九
二
〇
年
の

戦
後
恐
慌
で
バ

ブ
ル
が
崩
壊
し
、

一
九
二
三
年
の

関
東
大
震
災
を

経
て
一
九
二
七

年
の
金
融
恐
慌

な
ど
大
き
な
景

気
変
動
が
あ
っ

た
。
一
九
二
八

年
か
ら
三
三
年

ま
で
は
昭
和
恐

慌
を
挟
む
時
期

で
あ
り
、
金
融

機
関
に
即
し
て
い
え
ば
、
銀
行
は
一
九
三
二
年
ま
で
に
第
三
十 

六
銀
行
と
武
陽
銀
行
の
二
行
に
集
中
し
、
信
用
組
合
の
設
立
が

増
加
し
て
い
く
。
七
〇
万
円
以
上
の
資
産
家
を
見
る
と
順
位
の

入
れ
替
わ
り
は
あ
る
も
の
の
顔
ぶ
れ
は
三
時
点
で
大
き
な
変
化

は
無
い
。

　
一
九
一
六
年
（
前
掲
表
6
）
と
比
べ
て
の
大
き
な
変
化
と
し

表 7　多摩の資産家（1928年）

出所：表1D

資産額 氏名 住所 職業
5000万円 安田善衛 南多摩郡日野町 帝国海上保険役員
500万円 赤星鉄馬 北多摩郡武蔵野町 会社重役
160万円 岩㟢清八 北多摩郡立川村 米穀肥料
150万円 田村半十郎 西多摩郡福生村 酒造
150万円 久保田喜右衛門 八王子市 織物買継
140万円 渋谷定七 八王子市 織物買継
120万円 高橋源太郎 北多摩郡保谷村 会社役員
120万円 木村源兵衛 西多摩郡氷川村 煙草元売
100万円 今村繁三 北多摩郡国分寺村 今村銀行
100万円 羽生順吉 西多摩郡大久野村 製板植林
100万円 小澤太平 西多摩郡三田村 酒造
100万円 山口安兵衛 南多摩郡浅川村 醤油醸造
100万円 関谷直右衛門 八王子市 米穀
90万円 土屋留次郎 八王子市 織物買継
90万円 吉岡栄蔵 西多摩郡石畑村 農業
80万円 久保田惣右衛門 八王子市 織物酒造
80万円 関谷源兵衛 八王子市 貸地貸家
70万円 平岡久左衞門 西多摩郡青梅町 織物買継
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て
は
、
資
産
額
五
〇
〇
〇
万
円

の
安
田
善
衛
が
登
場
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
安
田
善
衛
は
、

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
安

田
忠
兵
衛
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た（
初
代
安
田
善
次
郎
の
甥
）。

一
八
九
五
年
に
家
督
相
続
を

し
、
安
田
銀
行
や
八
王
子
の
第

三
十
六
銀
行
取
締
役
な
ど
安
田

系
列
銀
行
の
役
員
及
び
一
九
二 

一
年
に
初
代
善
次
郎
が
亡
く
な

る
ま
で
保
善
社
の
理
事
を
つ
と

め
た
。
正
確
な
年
は
不
明
だ
が
、

東
京
市
内
か
ら
南
多
摩
郡
日
野

町
の
豊
田
駅
付
近
に
居
を
移
し

て
い
た
（『
人
事
興
信
録
（
十 

二
版
）』、
由
井
常
彦
（
一
九
八 

五
））。
安
田
善
衛
の
他
に
赤
星

鉄
馬
（
元
泰
昌
銀
行
頭
取
、
同

行
は
一
九
二
八
年
に
昭
和
銀
行

に
合
併
）、
今
村
繁
三
（
今
村

清
之
助
の
次
男
、

今
村
銀
行
頭
取
、

同
行
は
一
九
三
一

年
任
意
解
散
）
も

関
東
大
震
災
後
に

東
京
市
か
ら
北
多

摩
郡
へ
移
住
し
て

き
て
お
り
、
多
摩

の
上
位
の
資
産
家

と
し
て
名
簿
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
期
の
資
産

家
名
簿
か
ら
登
場

し
た
銀
行
に
関
わ

る
資
産
家
は
、
西

多
摩
郡
の
木
村
源

兵
衛
・
小
澤
太
平
・

平
岡
久
左
衛
門
・

福
田
甚
五
兵
衛
の

四
名
で
あ
る
。
木

村
源
兵
衛
（
氷
川

出所：表１E
注：備考欄は『銀行会社要録（33版）』

表 8　多摩の資産家（1930年）
資産額 氏名 住所 職業 備考

3000万円 安田善衛 南多摩郡日野町 会社役員 帝国海上火災保険・十七銀行取締役
500万円 赤星鉄馬 北多摩郡武蔵野町 会社役員 千代田火災保険・千歳海上火災再保険監査役
200万円 今村繁三 北多摩郡国分寺村 会社役員 今村銀行頭取・汽車製造・熱帯産業・第一生命保険取締役
150万円 岩㟢清重 北多摩郡立川村 米穀肥料
150万円 久保田惣右衛門 八王子市 酒造・織物 久保田商店・久保田織物工業代表取締役
100万円 小澤太平 西多摩郡三田村 酒造 武陽銀行頭取・青梅鉄道社長・西武興業代表取締役
100万円 木村源兵衛 西多摩郡氷川村 煙草元売 武陽銀行取締役・多摩川水力電気監査役
90万円 渋谷定七 八王子市 織物買継 玉南電気鉄道取締役
90万円 田村半十郎 西多摩郡福生村 酒造 青梅鉄道・西武興業取締役・府是製糸監査役
80万円 関谷源兵衛 八王子市 貸地金融
70万円 羽生順吉 西多摩郡大久野村 製板植林
70万円 山口安兵衛 南多摩郡浅川村 醤油醸造 高尾登山鉄道・東京共同繭倉庫取締役

表 9　多摩の資産家（1933年）

出所：表１F
注：備考欄は『銀行会社要録（36版）』、※は町村名不明

資産額 氏名 住所 職業 備考
2500万円 安田善衛 南多摩郡日野町 会社役員 帝国海上火災保険・十七銀行取締役
500万円 赤星鉄馬 北多摩郡武蔵野町 会社役員 千代田火災保険・千歳火災海上再保険監査役
200万円 今村繁三 北多摩郡国分寺村 会社重役 汽車製造・熱帯産業・東洋織布・台湾拓殖製茶・第一生命保険取締役
200万円 久保田惣右衞門 八王子市 織物業 久保田商店・久保田織物工業・桑華織物・安貞合資・八王子輸出織物代表
150万円 岩㟢清八 北多摩郡立川村 米穀麦粉
150万円 小澤太平 西多摩郡三田村 銀行頭取 武陽銀行頭取・青梅電気鉄道社長・西武興業社長・府是製糸社長
100万円 関谷源兵衛 八王子市 貸地金融
100万円 濱中重五郎 南多摩郡川口村 貸金
100万円 田村半十郎 西多摩郡福生村 会社役員 西武興業取締役・府是製糸監査役
100万円 渋谷定七 八王子市 織物商
100万円 木村源兵衛 西多摩郡氷川村 植林呉服 武陽銀行取締役・多摩川水力電気監査役
80万円 福田甚五兵衛 西多摩郡三田村 農植林 武陽銀行常務取締役
70万円 堤辰次郎 八王子市 織物買継商
70万円 平岡久左衞門 西多摩郡青梅町 織物買継商 武陽銀行専務取締役・西武興業・青梅電気鉄道取締役、平岡商店社長
60万円 山口安兵衛 南多摩郡浅川村 醤油醸造業
50万円 高木徳太郎 北多摩郡※ 貸地金融業
50万円 井上平左衞門 北多摩郡調布町 醤油貸地 京王電気軌道取締役
50万円 西川伊左衞門 北多摩郡昭和村 製糸業 西川製糸社長・五日市鉄道監査役・東京製練社長
50万円 石川彌八郎 西多摩郡熊川村 酒造業
50万円 山口平太夫 南多摩郡日野町 農業
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村
（
現
奥
多
摩
町
））
は
、
一
八
九
〇
年
に
生
ま
れ
、
一
九
一 

七
年
に
家
督
相
続
を
し
た
。
木
村
家
は
、
東
京
府
最
大
の
山
林

地
主
で
あ
り
、
生
活
物
資
の
販
売
や
質
屋
・
酒
造
業
な
ど
を
営

ん
で
い
た
。
父
に
あ
た
る
先
代
源
兵
衛
が
設
立
し
た
氷
川
銀
行

の
頭
取
を
つ
と
め
、
武
陽
銀
行
設
立
後
は
筆
頭
株
主
と
な
り
取

締
役
を
つ
と
め
た
（
表
10
）（『
人
事
興
信
録
（
十
版
）』、
中
西

聡
（
二
〇
二
〇
））。
小
澤
太
平
（
三
田
村
（
現
青
梅
市
））
は
、

一
八
六
三
（
文
久
三
年
）
に
小
澤
芳
重
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
小
澤
家
は
一
七
〇
二
（
元
禄
一
五
）
年
よ
り
酒
造
業
を
営

ん
で
お
り
、
太
平
は
、
父
と
と
も
に
青
梅
鉄
道
・
青
梅
銀
行
の

設
立
に
関
与
し
た
。一
八
九
八
年
に
家
督
相
続
し
、青
梅
銀
行
・

氷
川
銀
行
・
羽
村
銀
行
の
役
員
を
長
く
つ
と
め
、
合
併
後
の
武

陽
銀
行
の
初
代
頭
取
を
つ

と
め
た
（『
人
事
興
信
録 

（
十
版
）』、
小
澤
酒
造 

株
式
会
社
Ｈ
Ｐ
）。
平
岡
久

左
衛
門
（
青
梅
町
）
は
、

文
久
元
年
生
ま
れ
で
、
明

治
三
四
年
に
家
督
相
続
し

た
。
一
時
、
青
梅
町
長
を

つ
と
め
、
家
業
の
平
岡
商

店
社
長
と
と
も
に
青
梅
銀
行
頭
取
、
青
梅
電
気
鉄
道
取
締
役
を

歴
任
し
た
（『
人
事
興
信
録
（
八
版
）』）。
福
田
甚
五
兵
衛
（
三

田
村
）
は
、
一
八
七
〇
年
生
ま
れ
で
一
九
〇
六
年
に
家
督
相
続

し
た
。
材
木
商
を
営
み
、
一
時
、
青
梅
氷
会
社
（
小
澤
太
平
社

長
）
の
取
締
役
を
つ
と
め
た
（『
人
事
興
信
録
（
十
版
）』）。
な

お
、
一
貫
し
て
銀
行
業
に
関
わ
っ
て
き
た
田
村
半
十
郎
は
武
陽

銀
行
の
大
株
主
で
は
あ
っ
た
が
、
役
員
は
長
男
の
和
一
が
つ
と

め
た
（
早
川
大
介
（
二
〇
二
一
））。

　
表
6
で
登
場
し
た
岩
㟢
清
八
の
順
位
は
大
き
く
上
昇
し
て
お

り
、
前
述
の
よ
う
に
株
式
会
社
へ
の
改
組
な
ど
業
務
の
拡
大
が

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
表
8
で
は
清
重
が
掲
載
）。
岩

㟢
清
重
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
清
八
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
一
九
三
三
年
に
保
証
責
任
立
川
信
用
組
合
が
設

立
さ
れ
た
際
に
は
、
第
三
十
六
銀
行
で
の
実
務
経
験
を
買
わ
れ

て
初
代
組
合
長
に
就
任
し
、一
九
三
七
年
ま
で
つ
と
め
た
（『
人

事
興
信
録
（
十
五
版
）』、
多
摩
中
央
信
用
金
庫
（
一
九
七
四
）、

伊
藤
悠
・
小
西
雄
大
（
二
〇
二
〇
））。
な
お
、
小
島
庸
平
は
、

産
業
組
合
の
活
動
が
東
京
府
内
で
最
も
活
発
で
あ
っ
た
西
多
摩

郡
の
産
業
組
合
と
銀
行
の
人
的
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

一
九
三
二
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
上
記
の
平
岡
久
右
衛
門
（
青
梅

町
信
・
一
九
二
二
年
）、
小
澤
太
平
（
三
田
村
信
購
・
一
九
二 

出所：『銀行会社要録』各版
注：総株数は第三十六銀行6万株、武陽銀行10万株。

表10　�第三十六銀行・武陽銀行主要株主・持株数
1928年末

第三十六銀行 武陽銀行
安田保善社 10,880 木村源兵衛 3,480 
山口安兵衛 1,114 田村半十郎 3,090 
小島駒吉 1,105 福田甚五兵衛 3,000 
田中定吉 871 小澤太平 1,984 
池谷精吉 746 田村和一 1,250 
土屋留次郎 672 

1933年末
第三十六銀行 武陽銀行

安田保善社 11,355 木村源兵衛 3,600 
山口安兵衛 1,114 福田甚五兵衛 3,500 
小島助三郎 1,075 田村半十郎 2,090 

小澤太平 1,984 
平岡久左衞門 1,439 
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銀
行
も
経
営
不
振
に
よ
り
安
田
保
善
社
の
傘
下
と
な
っ
た
。
織

物
業
の
盛
衰
に
大
き
く
左
右
さ
れ
資
産
家
の
隆
替
の
激
し
い
地

域
と
言
え
る
。

　
北
多
摩
郡
は
、
他
の
二
郡
に
比
し
て
大
き
な
地
主
・
資
産
家

は
存
在
せ
ず
、
東
京
市
に
近
接
し
て
い
た
た
め
震
災
後
に
資
産

家
の
移
住
が
見
ら
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
立
川
を
拠
点
に

岩
㟢
清
八
・
清
重
が
躍
進
し
、
銀
行
経
営
に
も
関
与
し
、
立
川

信
用
組
合
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。

　
な
お
、
本
稿
は
刊
行
さ
れ
た
文
献
・
資
料
に
よ
る
素
描
に
過

ぎ
な
い
。
今
後
、
多
摩
で
の
個
別
の
資
産
家
の
史
料
発
見
や
整

理
が
進
み
、
投
資
の
実
態
や
家
業
の
動
き
と
併
せ
て
金
融
業
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

阿
部
武
司
・
谷
本
雅
之
（
一
九
九
五
）「
企
業
勃
興
と
近
代
経
営
・
在
来

経
営
」
宮
本
又
郎
・
阿
部
武
司
編
『
日
本
経
営
史
2
・
工
業
化
と
経
営

革
新
』
岩
波
書
店

石
井
寛
治
（
二
〇
一
八
）『
資
本
主
義
日
本
の
地
域
構
造
』
東
京
大
学
出

版
会

石
本
正
紀
（
二
〇
〇
六
）「
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
お
け
る
地
方
銀
行

─
五
日
市
銀
行
の
設
立
と
経
営
一
八
九
六
〜
一
九
二
四
年
─
」
松
尾
正

人
編
『
近
代
日
本
の
形
成
と
地
域
社
会
』
岩
田
書
院

伊
藤
悠
・
小
西
雄
大
（
二
〇
二
〇
）「
立
川
信
用
組
合
の
設
立
と
発
展
」『
多

〇
年
）、
羽
生
順
吉
（
大
久
野
村
・
一
九
二
八
年
）、
木
村
源
兵

衛
（
氷
川
信
用
組
合
・
一
九
三
二
年
）
は
産
業
組
合
の
組
合
長

を
つ
と
め
て
お
り
、
資
産
家
た
ち
が
銀
行
と
と
も
に
組
合
金
融

の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
カ
ッ

コ
内
は
産
業
組
合
名
・
設
立
年
、
小
島
庸
平
（
二
〇
一
九
））。

お
わ
り
に

　
戦
前
期
の
資
産
家
名
簿
を
手
が
か
り
に
多
摩
の
資
産
家
の
変

遷
を
金
融
機
関
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
な
が
ら
概
観
し
た
。
最

後
に
地
域
ご
と
に
若
干
の
ま
と
め
と
考
察
を
し
て
お
き
た
い
。

　
西
多
摩
郡
の
資
産
家
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
一
貫
し
て
高
か
っ
た
。

全
て
の
名
簿
に
登
場
す
る
の
が
福
生
の
田
村
半
十
郎
で
あ
る
。

田
村
を
は
じ
め
今
日
も
活
動
し
て
い
る
青
梅
線
沿
線
の
酒
造
家

が
家
業
を
行
い
な
が
ら
、
銀
行
や
産
業
組
合
の
経
営
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
一
九
二
七
年
に
政
府
の
慫
慂
に
よ
り

武
陽
銀
行
設
立
に
至
る
ま
で
多
く
の
中
小
銀
行
が
存
在
し
、
さ

ら
に
戦
時
の
日
本
昼
夜
銀
行
へ
の
合
同
ま
で
武
陽
銀
行
が
西
多

摩
郡
を
拠
点
に
存
続
し
得
た
の
は
こ
う
し
た
資
産
家
の
存
在
が

大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
八
王
子
を
中
心
と
す
る
南
多
摩
郡
は
、
預
金
規
模
で
最
大
の

銀
行
で
あ
っ
た
八
王
子
第
七
十
八
銀
行
が
破
綻
し
、
第
三
十
六
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摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
七
七
号

小
島
庸
平（
二
〇
一
九
a
）「
西
多
摩
郡
に
お
け
る
産
業
組
合
の
展
開（
一
）」

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
七
四
号

小
島
庸
平（
二
〇
一
九
b
）「
西
多
摩
郡
に
お
け
る
産
業
組
合
の
展
開（
二
）」

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
七
五
号

小
島
庸
平
（
二
〇
二
一
）「
多
摩
農
業
銀
行
の
設
立
と
立
川
進
出
」『
多
摩

の
あ
ゆ
み
』
第
一
八
三
号

佐
藤
政
則
（
二
〇
二
二
）「
戦
時
銀
行
統
合
と
多
摩
の
地
域
金
融
」『
多
摩

の
あ
ゆ
み
』
第
一
八
五
号

渋
谷
隆
一
編
（
一
九
八
四
）『
明
治
期
日
本
全
国
資
産
家
・
地
主
資
料
集

成
Ⅳ
』
柏
書
房

渋
谷
隆
一
編
（
一
九
八
五
）『
大
正
・
昭
和
日
本
全
国
資
産
家
・
地
主
資

料
集
成
Ⅰ
』
柏
書
房

武
田
晴
人
（
二
〇
二
〇
）『
財
閥
の
時
代
』K
A
D
O
K
A
W
A

多
仁
照
廣
編
（
一
九
八
五
─
二
〇
〇
三
）『
多
満
自
慢
　
石
川
酒
造
文
書
』

全
九
巻
、
霞
出
版
社

多
摩
中
央
信
用
金
庫
編
（
一
九
七
四
）『
多
摩
の
歩
み
と
と
も
に
：
多
摩

中
央
信
用
金
庫
創
立
四
〇
周
年
記
念
誌
』

中
西
聡
（
二
〇
一
九
）『
資
産
家
資
本
主
義
の
生
成
』
慶
應
義
塾
大
学
出

版
会

中
西
聡（
二
〇
二
〇
）「
近
代
日
本
に
お
け
る
林
産
地
と
林
業
資
産
家
」『
三

田
学
会
雑
誌
』
第
一
一
二
巻
第
四
号

八
王
子
市
市
史
編
集
委
員
会
（
二
〇
一
六
）『
新
八
王
子
市
史
　
通
史
編

五
　
近
現
代
上
』
八
王
子
市

早
川
大
介
（
二
〇
一
七
）「
地
域
が
生
ん
だ
多
摩
の
銀
行
─
明
治
期
の
銀

行
設
立
─
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
六
七
号

早
川
大
介
（
二
〇
二
一
）「
武
陽
銀
行
の
設
立
─
昭
和
初
期
の
多
摩
の
銀

行
再
編
─
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
八
四
号

福
生
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
九
四
）『
福
生
市
史
　
下
巻
』

邉
英
治
（
二
〇
二
〇
）「
戦
時
期
の
立
川
信
用
組
合
─
発
展
の
ル
ー
ツ
─
」

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
七
八
号

瑞
穂
町
史
編
さ
ん
委
員
会
（
一
九
七
四
）『
瑞
穂
町
史
』

宮
本
又
郎
（
一
九
九
九
）『
企
業
家
た
ち
の
挑
戦
』
中
央
公
論
新
社

由
井
常
彦
（
一
九
八
五
）「
安
田
商
店
の
経
営
と
資
本
蓄
積
」『
経
営
史

学
』
二
〇
巻
一
号

渡
邉
恵
一
（
二
〇
〇
五
）『
浅
野
セ
メ
ン
ト
の
物
流
史
』
立
教
大
学
出
版

会
謝
辞

　
令
和
3
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
B
）「
20
世
紀
前
半
期
日
本
に
お
け
る
生
業
・
生
活
金
融
の
地
域

的
展
開
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号
：21H

00735

、
研

究
代
表
者
：
中
西
聡
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

は
や
か
わ
　
だ
い
す
け

愛
知
大
学
経
済
学
部
教
授

愛
知
県
名
古
屋
市
在
住




